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ト
′

わ

ゝ

国

際
地
理
学
会
議

(

ロ

ン

ド

ン

二

九

六
四

年
)

の

概
況

石

田

寵

次

郎

地

理

学
で

は

遠
く

､

一

八

七
一

年
に

ア

ン

ト

ワ

ー

プ

で

第
一

回

の

国

際

地
理

学
会
議
H

ロ
t

e

l

ロ

巳
5

.

n

巳

G
e

O
g

岩
勺

E
O

巴
C
O

ロ

笥
e

設

(

一

九
三

〇

年
ご

ろ

ま

で

日

本

語
で

は

｢

国

際
+

の

代

り
に

｢

万

国
+

と
い

う

文
字

を

使
っ

て

い

た
)

を

開
い

て

お

り
､

以

来
､

四

年
に

一

回
の

剖
で

開
か

れ

て

い

た

の

で
､

国
際
的
交
流
は

他
の

社
会
科
学

･

人

文
科
学
の

諸
分
野
に

く

ら
ぺ

て

か

な

り

古
く

､

か

つ

盛
ん

で

あ
っ

た

と
い

う
こ

と
が

で

き

よ

う
｡

第
一

次
大
戦
後

､

国
際
地

理

学

連

合
I

n
t

e

コ
}

P
t
小

○

ロ

巴

G
e

O

笥
名
E
･

0

巴

q

2 .

〇

n

(

略

称
I

G

ロ
)

が

ブ

ラ
フ

セ

ル

で

結
成
さ

れ
､

爾
来

､

こ

れ

が

総
会
を

開
く

と

き
に

国
際
地

理

学
会
議
が

開
か

れ

る

こ

と

に

な
り

､

両
者
は

密
接
不

可
分
の

関
係
に

な
っ

た
｡

そ
の

後
､

会
議
は
カ

イ
ロ

(

一

九
二

五

年
)

､

ケ
ン

ブ

リ
ッ

ジ

(

二

八

年
)

､

パ

リ

(

三

一

年
)

､

ワ

ル

ソ

ー

(

三

四

年
)

､

ア

ム

ス

テ

ル

ダ
ム

(

三

八

年
)

､

リ

ス

ボ
ン

(

四

九

年
)

､

ワ

シ

ン

ト
ン

(

五

二

年
)

､

リ

オ

デ

ジ
ャ

ネ

イ
ロ

(

五

六

年
)

､

ス

ト
γ

ク

ホ

ル

ム

(

六

〇

年
)

と

回

を

か

さ

ね
､

本

年
七

月
ロ

ン

ド
ン

に

お
い

て
､

国
際
地

理

学
会
議
と
し

て

は

第
二

十
回

､

地

理

学
連
合
と

し
て

は

第
十

一

回
の

稔
会
が

開
か

れ

た

の

で

あ

る
｡

戦
後

､

会
議
の

規
模

､

参
加
人

員
が

急
速
に

増
大
(

約
二

千
五

百
)

し

て
､

と
て

も

全
貌
を
つ

か

ま

え
に

く

く

な
っ

た

が
､

こ

の

会
議
に

出
席
し

た
一

人

と

し
て

､

資
料
と

見
聞
を

も
と

と

し
て

､

会
議
の

概
況
を
お

伝
え

し

た
い

｡

ロ

ン

ド
ン

の

会
期
中
の

日
日

の

個
人

的

所

見
は

､

｢

I

G

ワ
ロ

ン

ド
ン

会
議
私
記
+

と

し

て
､

碓

誌
『

地

理
』

(

十
､

十
一

月

号
)

に

ロ

ン

ド
ン

か

ら

送
っ

た

も
の

が

載
っ

て

い

る

か

ら
､

こ

こ

で

は

も

う
少
し

客

観
的
に

会
議
の

模
様
を

し

る

す
こ

と
に

す
る

｡

一

部
会
の

構
成
と

中
心

テ
ー

マ

会
議
は

七

月
二

一

日
､

ハ

イ

ド
パ

ー

ク

前
の

プ

リ
ン

ス

ア

ル

バ

ー

ト

ホ

ー

ル

に

女
王
を

迎
え

て

開
会
式
を

行
な
っ

た

か
､

会
期
は
ロ

ン

ド
ン

に

お

け

る

七

月
二

〇
日

よ

り

二

八

日

ま
で

の

部
会
と

研
究
委
員
会
と

､

そ

の

前

後
に

行
な

わ
れ

た

現
地

討
議

‥
ン

ン

ポ

ジ

ア

ム

と

よ

り

な
っ

て

い

た
｡

部
会

･

委
員
会
の

会
場
に

は

サ

ウ
ス

･

ケ
ン

ジ
ン

ト
ン

の

イ
ン

ビ

リ
ア

ル

･

カ

レ

ジ

の

各
科
の

教
室
講
堂
が

あ
て

ら

れ

た
｡

(

増

築
､

新

築
の

教

室
が

多
く

､

そ
の

設

備

は

全

く

羨
し
い

か

ぎ
り

で

あ
っ

た
｡

)

部

会

は

九

つ

で
､

そ

の

主
要
な

テ

ー

マ

を

あ

げ
れ

ば
､

次
の

通
り

で

あ
っ

た
｡

｢

人
口

･

集
落
地
理

学

乱

巨

帯

都

市

ヨ
e

笥
-

○

匂

○
-

-

∽

そ

の

成

長
と

構
造

､

b

人

口

の

構

造
と

変
化
の

地

理

学

的

研

究
､

C

集

落
前

線
の

変

動
､

台
地
の

人

口

減

少
､

血

国

際
的

人

口

移

動
､

已

集
落
型

の

比

較

研

究

二
､

経
済
地
理

学

乱

工

業
立

地
の

研

究
､

工

業
の

分

散
ま

た

は

集

中
･

発

達
と

関

連

し
て

､

h

産
業

･

人

口
･

労

働
の

集

中

測

定
と

関

連

っ

J

し
て

､

経

済
地

理

に

お

け

る

硫

計

助

故

備
の

利

用

-
予

見

と

計

画
｡

=

併
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第

七

部

会
と

連
合

､

C

市

場

地

域
､

農
耕
の

型
､

農

業

組

織
な
ど

の

経

済

的

組

織
･

経

済

的
地

域
の

定

義
･

限

定
･

作

図
､

血

第
一

次

産

業
､

燃

料
､

動
力

資

源
の

地

理

学

的

研

究
､

已

地

理
的

変

化
の

動

因
と

し
て

の

運

輸
･

通

信
の

発

達

三
､

ん

気
候
学

､

臥

水
理

学
､

海
洋
学

､

氷

河
学

乱

都

市

気

候
､

h

気

候

変
化

､

C

熱
帯

気
候

学
の

研

究
､

&

海

底
地

形

と

堆

積
学

､

已

水

収

支
と

熟
収

支
､

亡

極
地

域
､

&

海
水

面
の

変

化
､

と

く

に

氷

河
の

変

動
と

関

連
し

て

四
､

生
物
地
理
学

乱

土

壌
の

分

類

と

作

図
､

h

高
地

気
候

帯

に

お

け

る

比

定

と

特

質
､

じ

植
生

史
の

復

漁
の

方

法
､

血

植
生
の

作

凶

と

分

類
の

問

題
､

a

資
源

保
存

に

対

す
る

生

物
地

理

学
の

応

用
､

L

熱
帯
の

植
生
に

お

け
る

人

間

的
原

因
の

意

義
､

&

植

物
の

近

似
現

象
の

問

題五
､

地
形

学

乱

侵

蝕
の

年

代

史
､

b

河

川

の

物

質

運

搬
､

蛇

行
､

河

流
=

第
三

部
B

と

合

同
､

C

地

形

学

に

お

け
る

統

計

的
方

法

と

野

外

実
験
の

利

用
､

血

熱

帯
に

お

け

る

風

化

作
用
と

形

態
､

e .

氷

河

周

縁
の

現

象
､

亡

氷

蝕

大
､

歴
史
地
理
学

乱

古
い

地

理

的

条

件
の

地

図

的
お

よ

び

地

名

的

証

拠
､

h

森

林
地

､

沼
沢

地
､

荒
帝
地
の

変

貌
､

C

工

業
的

･

都

市

的

中

心
の

歴

史

的

成

長
､

&

景
観

に

お

け

る

残

存

的

形

相
､

已

過

去

の

地

理
､

近

代
を

ふ

く

む

七
､

応
用

地
理

学

乱

産
業

･

人

口

労
働
の

集

中
の

測

定
と

関

連

す

る

経

済
地

理
の

統

計

的

技

術
の

利

用
=

第
二

部

と

合

同
､

h

地

域

計

画

に

お

け

る

地

理

的

技
術

-
土

地

利

用
計

画
､

都

市

地

域
､

荒

廃

衰

微
す

る

産

業
･

資
汲
の

地

域
､

行
政

区

劃
の

再

編

等
に

関

連
し

て
､

じ

自

然

環

境
の

大

規
模
の

改

変
､

&

後
進

地

域
の

地

理

学

的

問

題
､

d

国

家

の

国
内

･

国

外

問

題
に

対

す
る

地

理

学
の

応

用

八
､

地
誌
学

乱

地
理

学
に

お

け

る

地

域

的

概

念
の

妥

当

性
､

b

地

誌

的
記

述
の

問
題

､

C

比

較
地

誌
学

､

血

新

し
い

技

術
の

応

用
を

示

す

事
例

研

究
､

已

地

理

学

思

想
の

歴

史

九
､

地
図
学

乱

地

図

学

史
､

b

図

的

表

現
に

対

す
る

新
し
い

デ

ザ

イ

ン

と

新
し
い

主

題
､

C

小

鯨
尺

因
に

お

け

る

起

伏
の

表

現
､

血

植

生
と

地

形

学
的

形

相
の

図

的

表

現
､

已

地

理

学

的

研

究
に

お

け
る

写

真

判

読
の

応

用

以

上
を

み

れ

ば

わ

か

る

よ

う
に

､

部
会
な

ら

び

に

そ

の

中

心

テ

ー

マ

は
､

地

理

学
の

全
分
野
を

お

お
っ

て

い

て
､

ど
の

よ

う
な

研
究
も

ど
こ

か

に

含
め
る

こ

と

が

で

き

る

よ

う
に

な
っ

て

い

た
｡

こ

れ

は
コ

ン

グ
レ

ス

方

式
で

あ
る

た

め
で

あ

る

が
､

反
面
か

ら
い

え
ば

会
議
全
体
と

し

て

は
､

茫

漠
と

し
て

焦
点
の

な
い

感
じ

は

ま
ぬ

か

れ

な
い

｡

こ

れ

を

少
し

統
計
的
に

処
理

し
て

み

る

と

次
の

よ

う

に

な

る
｡

6 ∂卓

部

会

頂
和

”

げ

酢

蛸

雛

㌘
紛

諾
雛

人

口
･

集

落

経

済

地

理

気

候

学

水

理
･

海

洋
･

氷

河

生

物

地

理

地

形

学

一

三

六

九

一

五

二

一

〇

三

三

五

二

八

五

三

二

七

一

六

〇

九

四

五

八

四

九

七

一

九

二

四

二

〇

四
一

四

八

叫
､

一

d

,ポ
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応
史
地

理

用

地

理

詰
学

園

学

ト
.

l

れ

ゝ

四
七

六

二
一

七
ニ

ー

〇

四

九

一

一

六
八

六

二

七

一

六

一

二

七

六

二

七

一

二

た

だ

し
､

右
の

真
に

は

部
会

開
会

回

数

は

合

同

し
て

開
か

れ

た

部
会

が

五

回
､

報

告

論
文

数
に

し

て

二

三

が

重

複
し
て

い

る
｡

ま

た

提
出

論
文

要
旨

は

委
員
会

･

シ

ン

ポ

ジ

ア

ム

に

ま

わ

さ

れ

た

も

の

も

あ

り
､

こ

の

外
に

､

政

治
地

理

六
､

地

理

教

育
二

八
が

あ

り
､

同

様
に

処

理

さ

れ

た
｡

報
告
数
は

す
ぺ

て

日

程
表
に

よ

る

分

類
で

､

じ
つ

さ
い

に

各
部
会
と

も

多
少
の

変
動
が

あ
っ

た

が
､

経
済
地

理
､

応
用
地

理
､

地

形
学

､

人
口

･

集
落
の

部
会
が

も
っ

と

も

多
く

開
か

れ
､

提
出
ア

ブ

ス

ト

ラ

ク

ト

も

多
か

っ

た
｡

聴
衆
も
こ

れ

ら

は

い

つ

も
一

一

〇
〇

1
三

〇
〇
名
で

あ
っ

た

が
､

少

な
い

部
会
は
二

〇
名
以

下
の

も
の

も

あ
っ

た

由
で

あ
る

｡

報
告
は

一

人

約
二

〇
分

､

質
問
討
議
に

約
一

〇
分
と
き

め
､

午
前
は

十

暗
か

ら

十
二

時
半
ま
で

､

午
後
は
二

時
か

ら

四

時
半
ま
で

開
か

れ

た
｡

各

部
会
と

も

座
長
は

三

名
ず
つ

指
名
さ

れ
て

お

り
､

交
代
し
て

席
に

つ

い

た

が

(

座

長
の

国

籍
は
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

六
､

ア

ン

グ

ロ

ア

メ

リ

カ

七
､

共

産

圏

六
､

あ

と

は

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア
､

イ
ス

ラ
エ

ル
､

日

本
､

イ
ン

ド
､

ブ

ラ

ジ

ル
､

南
ア

フ

リ

カ

各
一

名

で

あ
っ

た
)

､

書
記
は

一

-
二

名
､

イ

ギ

リ

ス

の

大
学
の

若
い

人
が
つ

と

め
､

何
く

れ

と

な

く

運
営
の

世
話
を

し

た
｡

二

研
究
委
員
会
の

開

催
と

テ
ー

マ

国
際
地

理

学
連
合
に

は
一

七
の

常
置
の

研

究

委

貞

会

C
O

ヨ

邑
邑
○
ロ

が

あ
っ

て
､

各

数
人
の

委
員
が

指
名
さ

れ

て

お

り
､

四

年
日
ご

と
の

会
議

の

間
に

一

回

ぐ

ら
い

､

世
界
の

ど
こ

か

で

集
合
し

て

情

報
を

交

換

し

た

り
､

小

さ

な

会
合
を

開
い

た
り

し
て

い

る

が
､

ロ

ン

ド
ン

の

会
議
で

は

各

委
員
会
と

も

開
か

れ
､

論
文
が

発
表
さ

れ
､

あ

る
い

は

打
合
せ

会
を

開
い

て

い

た
｡

委
員
会
と
そ

の

会
合
回

数
お

よ

び

報
告

論
文

数
は

次
の

よ

う
で

あ
っ

た
｡

世

界
の

土

地

利
用
調
査

(

二

回
､

七

論

文
)

｡

世
界
の

人

口

地

図
(

二

回
､

八

論

文
)

｡

病
気
地
理

(

一

回
､

五

論

文
)

｡

経
済
地

域
の

方
法
(

一

回
､

六

論

文
)

｡

カ

ル

ス

ト

現
象
(

一
回

､

五

論

文
)

｡

斜
面
の

発
達

(

三

回
､

一

二

論
文
)

｡

氷
河
周

縁
地

形
(

二

回
､

九

論

文
)

｡

乾
燥
地

域
(

三

回
､

一

三

論

文
)

｡

海
岸
地

形
(

二

回
､

九

論

文
)

｡

大
西
洋
周
辺

の

侵
蝕

地

形
(

一

回
､

五

論
文
)

｡

湿
潤
熱
帯
地

方
(

一

回
､

三

論
文
)

｡

応
用
地

形
学

(

二

回
､

八

論
文
)

｡

地

理

教

育
(

四

回
､

一

六

論

文
)

｡

図
書
館
に

お

け
る

地

理

書
･

地

図
の

分
類

(

一

回
､

二

論

文
)

｡

ナ

シ

ョ

ナ

ル

･

ア

ト

ラ

ス

(

三

回
､

一

二

論

文
)

｡

国

際

的

地

理

学

用

語
(

一

回
､

一

論

文
)

｡お
の

お

の

論
文
の

報
告
の

ほ

か

に
､

打
合
せ

会
を

開
い

て

い

た
｡

古
地

図
､

地

図
学
の

二

つ

の

委
員
会
は

打
合
せ

会
だ

け
で

あ
っ

た
｡

ま

た

会
期

後
に

シ

ン

ポ

ジ

ア

ム

と

連
合
し

て

委
員
会
討
議
が

開
か

れ

た

も

の

も

あ

る
｡

委
員
会
は

問
題
が

限

定
さ

れ
て

い

る

し
､

ま
た

数
年
問

､

ご

く

少

数
の

ー
ト

J

人
々

の

問
で

デ
ィ

ス

カ

ス

さ

れ
て

い

た
こ

と
で

あ

る

か

ら
､

出
席
し

た

人

甜
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の

話
を

総
人
]

す
る

と
､

部
会
よ

り

は

ま

と

ま
っ

て

い

た

よ

う
で

あ

る
｡

な

お

年
二

回

出
る

H

G

亡

Z
e

w
巴
e
t

t

e

り

の

六

四

年
一

-
二

合
併

号
(

五
一

頁
)

は

各
委
員
会
の

報
告
を

集
録
し

て

あ
る

｡

三

野
外
研
究
と
シ

ン

ポ
ジ

ア

ム

地

理

学
会
議
で

は

学
問
の

性
質
上

､

部
会

･

委
員
会
の

論
文
報
告
討
議

と

同
じ

位
の

重

要
さ

を

も
っ

て
､

エ

ク

ス

カ

ー

シ

ョ

ン

が

行
な
わ

れ

る
の

が

常
で

あ
る

が
､

今
回

も

野
外
研
究

許
-

d

賢
仁

巴
e

払

と
シ

ン

ポ

ジ

ア

ム

が
ロ

ン

ド
ン

会
議
の

前
と

後
に

計
画
さ

れ

た
｡

シ

ン

ポ

ジ

ア

ム

も

野
外
研

究
も

､

と

も

に

明
確
な

問
題
点
を

示
し

て

あ

り
､

単
な
る

旅
行
に

終
ら

ぬ

よ

う
､

担
当
大
学
お

よ

び

指
導
者
は

､

一

年
前
か

ら

詳
細
な

準
備
を

し

て

い

た
｡

し
か

し

短
い

の

は

五

日
､

長
い

の

は
一

〇
日

に

も

及
び

､

一

日

五

ポ
ン

ド

と
い

う

比

較
的
高
い

経
費
の

た

め

か
､

参
加

中
込

み

が

少

な

く

て
､

中
止

し

た

も
の

が

全
体
の

三

分
の

一

以

上

も

あ

り
､

け
っ

き
ょ

く

行

な

わ

れ

た
の

は
､

野
外
研
究
は

会

議
前
に

九
､

後
に

一

二

シ

ン

ポ

ジ

ア

ム

は

前
に

一

一

､

後
に

五

で
､

中
止

さ

れ

た
の

は

合
わ
せ

て

二

二

で

あ
っ

た
｡

シ

ン

ポ

ジ

ア

ム

の

参
加
者
は
ロ

ン

ド
ン

に

お

け
る

部
会

･

委
員
会
と

は

別
に

､

も

う
一

つ

論
文
を

提
出
す
る
こ

と

が

で

き

た
｡

シ

ン

ポ

ジ

ア

ム

に

は
一

カ

所
に

止
ま
っ

て

も
っ

ぱ

ら

討
議
す
る

も
の

と
､

そ
の

テ

ー

マ

に

つ

い

て

二

-
三

カ

所
移
動
す
る

も

の

と

あ
っ

た

が
､

前
者
で

も

必
ら

ず
バ

ス

を

使
っ

て

具
体
的
な

見
学
が

計
画
さ

れ

て

い

た
｡

シ

ン

ポ

ジ

ア

ム

の

三

-

四
の

例
を

あ

げ
れ

ば

次
の

ご

と
く

で

あ

る
｡

都
市
地

理

学
､

現
在
の

機
能
的
観
点
か

ら
､

(

一

､

中
心

地

域

の

再

開

発
､

二
､

市
内
の

通

信
･

運

輸
､

三
､

大

都
市
の

影

響
)

六

泊
五

日

間
ノ

ッ

チ

ン

ガ
ム

に

て
｡

論
文
報
告
討
議
七

-
一

〇
回

｡

C
O

旨
叫

(

ロ
e

弓

t

?

弓
ロ
)

と

C
O

く
e

已
→

呵

見
学

｡

同
大
学
の

内
■

C
.

H
P

弓

宅
払
仏

教
授
担
当

｡

員
村
と

そ
の

発
達
(

一

､

ケ

ル

ト
､

ロ

ー

マ

､

ア

ン

グ
ロ

サ

ク

ソ

ン

､

お

よ

び

そ

の

後
の

集

落
と

土

地

利

用
､

二
､

中

世
の

農
村

景
観
の

解

釈
､

二
､

人

口

減

少
､

囲
い

込
み

､

国

内

的
･

国

際

的

条
件
に

よ

る

農
耕
の

変

化

等
に

よ

る

袋

村

集

落
と

土

地

利

用
の

急

激

な

変

貌
)

九
泊
十
日

間
､

北

ウ
エ

ー

ル

ス

か

ら
ア

ン

グ
ロ

･

ウ
エ

ル

ス

の

境

界
を

経

て

｢
e
-

O
e

∽
t

e

ワ

∽

F

首
e

ま

で
｡

バ

ー
､

､

､

ン

ガ
ム

大
学
の

H
.

→
F
O

→

匂
e

ら

担
当

｡

更
新
期
地

形
学
(

一

､

地

表
の

氷
の

状

況
､

二
､

低

地
に

お

け
る

氷
河

の

堆

積
､

三
､

更

新

期

景
観
に

お

け

る

侵
蝕

営

力
の

相

対

的

効

率
､

そ

の

他
)

五

泊
四

日
､

ケ
ン

ブ

リ
ッ

ジ

に

て
､

六

回
の

論

文

討

議
と

野

外

研

究
｡

同
大
学
の

甲

弓
.

∽

勺
a
→

村
∽

担
当

｡

熱
帯
の

地

理

学
(

一

､

土

壌
と

農

業
､

二
､

土

地

計

画
､

三
､

応
用

気

候

学
､

四
､

地

形

学
､

五
､

人

口

移
動
と

都
市

化
)

リ
バ

プ

ー

ル

に

て
､

同
大
学
の

戸

W
.

S
t

e

e
】

教
授
担
当

｡

I

G

ロ

湿
潤
熱
帯
委
員
会
と

合

同
｡

地

域
開
発
に

お

け
る

工

業
計
画

(

一

､

エ

業
立

地

政

策
の

地

域

的

効

果
､

二
､

周

辺
工

業
地

域
の

問
題

､

三
､

地

域

開
発
に

お

け
る

成
長

産

業

の

役
割

､

四
､

農

村
地

域
へ

の

工

業
の

分

散
､

五
､

港

市
お

よ

び

大

都
市

域

に

お

け
る

工

業
の

地

帯

区

分
､

六
､

商
業
地

区
)

ニ

ュ

ー

カ

ス

ル

に

お

い

て

七

日

問
｡

論
文
討
議
と

東
北
イ
ン

グ

ラ
ン

ド
の

エ

業
地

域
の

野
外

研

究
｡

同
大
学
の

G
.

ロ

ナ

ロ
p

思
F

教
授
担
当

｡

シ

ン

ポ

ジ

ア

ム

は

大
体

､

こ

の

よ

う
に

中
心

テ
ー

マ

と

プ
ロ

グ

ラ

ム

を

βββ

ぺ
､

止
¶

ポ
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､

J
r

.

､

叫

ゝ

か

か

げ

て

い

た
が

､

野
外
研
究
の

方
も

､

プ
ロ

グ

ラ
ム

で

詳
し
い

研
究
課

題
を

示
し

て

い

た
｡

た
だ

ち
が

う
こ

と

は
､

野
外
研
究
で

は

大
て

い

移
動

し

て

歩
く
の

が

多
か
っ

た

よ

う
で

あ

る
｡

ス

コ

γ

ト

ラ
ン

ド
の

ハ

イ

ラ
ン

ズ
､

ウ
ニ

ー

ル

ス

地

方
､

ア

イ
ル

ラ

ン

ド
一

周
､

イ

ギ

リ

ス

主
島
縦
断

､

東
部
イ
ン

グ

ラ
ン

ド

(

集

落
と

農
業
)
､

ヨ

ー

ク

シ

ァ

と

ラ

ン

カ

シ

ァ

､

中
部
イ
ン

グ

ラ
ン

ド

の

ス

カ

ー

ブ

ラ

ン

ド
､

海
峡
諸
島

､

外
ヘ

ブ

リ

デ
ス

諸
島

､

ア

イ

ル

ラ
ン

ド
の

更
新

期
地

形
､

等
々

の

ご

と

く

で

あ
っ

た
｡

ま

た
ロ

ン

ド
ン

の

会
期
中

､

部

会
･

委
員
会
と

平
行
し

て

七

月
二

〇
目

か

ら
二

九
日

ま
で

毎
日

､

半
日

ま

た

は
一

日
の

ロ

ン

ド
ン

お

よ

び

近

郊
の

見
学
が

六

四

計
画
さ

れ

た

(

た

だ

し
､

内
二

二

は

同
一

の

も

の

が

重

複
)

｡

対

象
は

都
市
地

理

的
な

も
の

と

し

て

は
､

ロ

ン

ド
ン

の

発
達
と

横
能

､

ウ

エ

ス

ト
エ

ン

ド
､

イ
ー

ス

ト
エ

ン

ド
､

シ

テ
ィ

､

ロ

ン

ド
ン

港
な
ど

､

経

済
･

社
会
地

理

的
な

も
の

と

し
て

は
､

テ
ム

ス

沿

岸
の

工

業
､

土

地

利

用
､

田

園
都
市
と
ニ

ュ

ー

タ

ウ
ン

な

ど
､

自
然
地

理

的
な

も

の

と

し

て

は
､

テ
ム

ズ

の

河

岸
段
丘

､

氷
河

地

形
､

ロ

ン

ド

ン

盆

地

の

第
三

紀

岩

石
な
ど
､

関
係
機
関
の

見
学
先
と

し
て

は
､

気
象
台

､

天
文
台

､

海
洋
学

研
究
所

､

海
軍
水
路
部

､

陸
軍
測
量
部

､

水
力
研
究
所

､

植
物
園

､

住
宅

自
治
省
の

地

理

部
､

地

図
会
社

､

海
外
研
究
所
の

航
空
写

真
調
査

な

ど

が

あ

り
､

ま

た
オ

ク

ス

フ

ォ

ー

ド
､

ケ
ン

ブ

リ
ッ

ジ
､

バ

ー

ク

シ

ァ

､

チ

ル

タ

ー

ン

ズ
､

ウ
ィ

ル

ド

な

ど
の

近

郊
を

ま

わ

る

も
の

も

あ
っ

た
｡

部
会
の

報
告

･

討
議
に

出
な
い

で
､

も
っ

ぱ
ら
こ

の

見
学
に

参
加
し

て

い

た

人
も

多
か
っ

た

よ

う
で

あ

る
｡

ロ

ン

ド
ン

見
学
は

と

に

か

く

と

し
て

､

会
議
前
後
の

シ

ン

ポ

ジ

ア

ム

と

野
外
研
究
は

イ

ギ

リ

ス

の

金
地

理

学
界
を

あ

げ
て

の

計
画
で

あ
っ

て
､

不

幸
に

し
て

参
加
者
が

少
な

く

て

中
止

さ

れ

た

も
の

が

多
か

っ

た

が
､

そ
の

多
様
さ

､

内
容
の

豊
富
さ

は
､

日

本
な

ど
の

現
状
を

考
え
る

と
､

羨
し
い

か

ぎ

り
で

あ

り
､

イ

ギ
リ

ス

地

理

学
の

幅
を

示
し

た

も
の

で

あ
っ

た
｡

四

展
示

会
と

講
演
会

会
期
中

､

会
場
内
お

よ

び

付
近
の

ビ

ル

で
､

次
の

よ

う
な

展
示
が

行
な

わ

れ

た
｡

主
題
的
特
殊
地
図

I

G

ロ

加
盟
国
の

う

ち

二

九
カ

国
か

ら
､

自

然

(

地

形
､

起

伏
､

地

震
､

滞
留

､

気

候
､

植
生

､

氷

河
､

水

理

な

ど
)

､

社
会
経
済
(

土
地

利

用
､

人

口
､

都

市
､

資

源
､

土

地

制

度
と

集

落
､

市

場
､

運

輸
､

歴
史

な
ど
)

に

関
す
る

あ

ら

ゆ

る

地

図
で

､

各
国
そ
の

国
風

を

示

し
て

い

た
｡

目
録
発
行

｡

日

本
か

ら

は

国
土

地

理

院
､

捻
理

府
､

地

質
調
査

所
な

ど
の

地

図
が

出
陳
さ

れ

て

い

た

が
､

目
録
に

は

不

詳
と

な
っ

て

い

た

(

王

立

芸

術

大

学

講
堂
)

｡

イ

ギ
リ

ス

地
図
学
の

発
展

イ
ギ

リ
ス

の

地

図
製
作
史
お

よ
び

イ
ギ

リ

ス

島
の

中
世
か

ら

近

代
測

量
ま
で

の

地

図
の

発
達
(

大
英

博

物

館
)

｡

イ

ギ
リ

ス
の

地
図
展

現
在
の

イ

ギ

リ
ス

の

地

図
環
(

地

質
博

物

館
と

モ

ル

モ

ン

教

会
で
)

｡

ロ

ン

ド

ン

の

発
達
展

紀
元
四

三

1
一

九

六

四

年
の

関
係
資
料

｡

初
公

開
の

資
料
も

多
か

っ

た

(

ビ

ク

ト

リ

ア
･

ア

ル

バ

ー

ト

博

物

館
)

｡

王
立

地
理
学

協
会
の

事
業

同
協
会
が

抹
検
事
業
に

つ

い

て

行
な
っ

た

関
連
資
料

(

同

協

会
)

｡

そ
の

ほ

か
､

会

場
内
に

は
､

イ

ギ

リ
ス

発
行
の

地

理

書
､

イ
ギ

リ
ス

の

7

地

理

学
定
期
刊
行

物
､

中
等
学
校
の

地

理

教
育
用
図

書
､

各
国
の

ナ

シ

ョ

即
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ナ

ル

ア

ト

ラ

ス

等
を

展
観
す
る

窒
も

あ
っ

た
｡

会
期
中
に

五
つ

の

講
演
が

行
な
わ

れ

た
｡

は

じ

め
の

四
つ

は

王

立

地

坪

学
協
会
で

､

最
後
の

一

つ

は

テ
ム

ス

河

畔
の

S

F
e
-

-

C
e

已
岩

で
､

お

の

お

の

夜
の

八

時
半
か

ら

開
か

れ

た
｡

イ

ギ

リ
ス

の

気
候

(

ラ

ン

カ

シ

ァ

大

学

環

境
研

究

科

G
.
呂
P

已
)

1

教

授
)

､

近

代
の

探
検

､

そ
の

人

問
と

方
法
(

哲
1

く
一

句
亡
○

ビ

且
､

低
開
発
国

の

二

重

構
造

⊇
…

社
会
地

理

学
の

問
題

(

H

(
小

口

会

長

演

説
､

ボ

ン

大

手

C
.

→

岩
-

-

教

授
)

､

計
画
と

地
理

的
変
化

(

住

宅

自

治

省
の

主

任
企

画

官

ナ

ヵ
ニ

し

す
ヨ
2

且
､

北
海
(

ロ

イ

ヤ

ル

､

ダ
ッ

チ
､

シ

ェ

ル

会

長

出

岩
戸

弓
e

ユ
､

大
陸
棚
の

法
律
(

｢
○

→

n

S

F

P

宅
C

岩
S

S
)

｡

ま
た

同
じ

く

会

期

中
､

会

場

近

く

の

H

ロ

邑
t

ま

句

岩
n

召
訂

句
こ

ヨ

C
2

已
諾

で

映

画
が

七

日

聞
､

午
前

､

午
後

､

夜
と

一

四

回

行
な
わ

れ

た
｡

大
体

一
本
二

〇
-
三

〇
分
の

も

の

で
､

単
な

る

旅
行
記
録
や

珍
奇
な

も

の

で

な
い

学
問
的
な

映

画
で

､

一

つ

は

部
会

･

委
員

会

と

関

係
の

あ

る

も

の
､

他
は

一

般
に

地

理

予
に

関
係
の

あ

る

も
の

で
､

主
な

も
の

を

あ

げ

れ

ば
､

今
日
お

よ
び

明

日
の

都
市
(

ロ

ン

ド
ン

の

成

長
､

郊
外
の

生

活

と

そ

の

六
つ

の

解

決
､

都
市
の

交

通
)

､

前

進
す
る

ア

フ

リ

カ

(

エ

ジ

プ

ト

の

ナ

イ

ル
､

ス

ワ

ジ

ラ

ン

ド

の

ウ

ス

ッ
､

ナ

イ

ゼ

リ

ア

国

の

構
造
)

､

水
(

海
洋
の

挑
戦

､

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

に

お

け
る

蒸
発
の

制

禦
､

南
ア

パ

ラ

チ

ア

の

水
､

オ

ラ

ン

ダ
の

干

拓
)

､

今
日
の

探
検
(

ボ

ル

ネ

オ

の

洞

穴

考

古

学
､

世

界
最

高

峰
の

征

服
､

南
極
大

陸
の

原

子

力
)

､

地

球

の

自
然
史

(

カ

ナ

ダ
の

森

林
､

キ

ラ

ウ
ェ

ア

火
山

の

一

九

六

〇

年
の

噴

火
､

グ

ラ

ン

ド

キ

ャ

ニ

オ

ン
､

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の

洞

穴
)

､

世

界
の

食
糧
(

南

イ

タ

リ

ア

農

村
の

生

活
向

上
の

実

験
､

ニ

ュ

ー

ジ

ー

エ
フ

ン

F

雪

線
付

近
の

牧
羊

､

砂

漠
を

線
化

す
る

ク

ー

エ

ー

ト
､

食

糧
か

飢

饉

か
)

､

現
代
の

経
済
発
展
(

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

共

同

市

場
､

カ

ナ

ダ

西

北

テ

リ

ト

リ

ー

､

ア

イ

ル

ラ

ン

ド

の

泥
炭

地
､

イ

ン

ド
の

電

化
)

､

開

発
と

川
(

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

北

方
へ

の

挑
戦

､

川
の

流
域

変

更
に

よ

る

カ

ス

ピ

海
の

水

面

上

昇
､

カ

ナ

ダ

の

マ

ッ

ケ

ン

ジ

ー

川
の

開

発
と

エ

ス

キ

モ

ー
､

エ

カ

フ

ェ

の

メ

コ

ン

川

開

発
)

､

宇
宙

船
フ

レ

ン

ド

シ

ッ

プ

七

号
､

イ

ギ

リ
ス

の

各
地

方
(

イ

ギ

リ

ス

の

土

地
､

万

人
の

王

国
､

東
ア

ン

ダ

リ

ア

の

休
日

､

ハ

イ

ラ

ン

ズ
､

都

市

問

題

な
ど

二

回

分
)

｡

こ

れ

ら
の

映

画
は

句
i

-

ヨ

C
e

n
t

言

E

邑
t

e

P

が

会
議
の

俵

顧
を

受

け

て

集
め

た

も
の

で
､

イ

ギ

リ
ス

お

よ

び

同
連
邦
諸
国
と

合
衆
国
の

も

の

が

主
で

あ
っ

た
が

､

日

本
で

も

俵
顧
を

受
け

た

ら
､

出
品
し
て

も

は

ず
か

し

く
な
い

も
の

が

な

く
は

な
か

ろ

う
｡

五

会
議
の

出
版
物

こ

の

会
議
の

た

め
に

出
版
配
布
さ

れ

た

も
の

は
､

次
の

よ

う
な

も
の

で

あ

る
｡

叫
声
化

学
箕
島
+

民

声
･
』

畜
レ

恵
∋

邑
Q

q

芸
笥

竜

ぎ
e

年

b

y

-
.

弓
諾
f

O
]

己

+

司
P
t

∽

○

ロ
､

ヒ

D

g

ヂ

畠
N

p
.

イ

ギ
リ
ス

お

よ

び

イ

ギ

リ
ス

諸
島
の

個
性

､

イ

ギ

リ
ス

の

地

理

学
者
と

イ
ギ

リ
ス

の

地

理

学
､

イ

ギ

リ
ス

の

地

図
か

ら

は

じ

ま
っ

て
､

気
候

･

水

理
･

起
伏

･

第
三

妃
地

形
発
達

･

氷
河

時
代

･

気
候
環
境
の

変
化
等
の

自

然
諸
条
件

､

歴
史
地

理

(

ア

ン

グ

ロ

サ

ク

ソ

ン

の

到

来
､

産

業

革

命
)

､

土
地

利
用
の

問
題

､

農
業
と

漁
業

､

鉱
物
資
源
と

動
力

､

エ

業
､

運
輸

､

6β8

･

_
｢

り

J

イ
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汁
〆

l

恥

-

人

口
､

農
村
集
落

､

都
市

､

文
化
地

理
､

世
界
構
造
に

お

け
る

イ

ギ

リ
ス

諸
島
ま

で

二

二

幸
の

論
文
集

｡

勺
叫

乳
乱

染
ま
丸

訂
功

臣

さ
恥

b
3
.
賢
計

計
訂
h
.

e

P

♂
呵

1
.

A
.
S
t

の

e
H

メ

∞

小

官
一

-

い

N

∞

ワ

前
掲
の

会
議
前
後
の

野
外
研
究
に

つ

い

て
､

テ
キ

ス

ト

を

兼
ね

た

三

三

の

論
文

集
､

前
者
が

イ

ギ

リ
ス

の

オ

ー

ソ

ド

ク

ス

の

地

理

書
と

す
れ

ば
､

こ

れ

は

ケ

ー

ス

･

ス

タ

デ
ィ

と
い

え

よ

う
｡

屯

邑
軒
叶

Q

ト
Q

3

計
さ

内
彗
ミ

･

乳

3
汗

e

d
.

首

R
.

]

芦

C
-

p

ユ
O

n
一

冒
p

-

+
缶
p
.

(

大
判
)

会
期
中
の

ロ

ン

ド
ン

見
学
と

関
連
し

て
､

四
二

の

見
学
地

域
の

問
題
に

つ

い

て

の

論
文
と

､

見
学
の

地

理

学
関
係
の

官
庁

･

研
究
所

･

団
体
の

紹

介
と

解
説
を

し

た

も
の

｡

ロ

ン

ド
ン

の

地

理

研
究
書
と

も
い

え
る

｡

』

訂
へ

岩
見
句

阜
b
打
七

笥
h

-

e

P

b

呵

句
.

甲
I

P

ロ

ー

訂
ヨ

≡
○

ロ

+
巴
勺
･

同
補
遺

窒
p
.

会
議
に

提
出
さ

れ

た

全
論
文
要
旨
を

分
類
し

た

も

の
｡

要
旨
は

六

三

年

十
一

月
は

じ
め

ま
で

に

二

五

〇
語
以

内
で

出
さ

れ

た

も

の

で

あ

る

か

ら
､

ご

く

大
体
の

輸
廓
を

知
り

得
る

だ

け
で

あ
る

｡

(

論
文

は

六

四

年

三

月

は

じ

め

ま
で

に
､

二

五

〇

〇

語
で

提
出
す
を

こ

と

に

な
っ

て

お

り
､

発

表

予

定

者

は

提

出
し

た

が
､

こ

れ

は

印

刷

さ

れ

な
い

｡

)

掲
載
さ

れ

て

い

る

要

旨
の

著
者
の

数
は

八

四

八
､

補
遺
六

六

を

数
え
る

｡

こ

の

会
議
を

記
念
し
て

､

い

く
つ

か

の

国
の

学
協
会
で

機
関
誌
の

特
別

号
を

出
し

た
｡

わ

か
っ

て

い

る

も
の

だ

け

を

あ

げ

る

と
､

G
e

O

g

岩
匂

首
(

旨
弓
芦

阜
叶

訂

Q

芸
℃
ノ

』

設

邑
邑
Q

且

四

九
巻
三

号

(

六

四

年
七

月
)

､

シ

ェ

フ

ィ

ル

ド

に

本
拠
の

あ

る

イ

ギ

リ

ス

の

教

育

的

な

地

理

雄
詣
で

あ

る
が

､

平
常
号
と

同
じ

論
文

､

書
評
の

ほ

か

に

→
F
-

∽

0

訂
n

瞥
ロ

g

守
一

t

巴
n

と
い

う
総
題
で

一

三

論
文
が

特
集
さ

れ
て

い

る
｡

b
3
ヨ

弓
計

㌧

q

邑

邑
乳

首
等
メ

e

P

す

牢

内
.

甘
c

O

訂
e

n

コ

ペ

ン

ハ

ー

ゲ
ン

大
学
地

理

学
教
室
発
行
で

､

同
数
室
員
の

業
績
を

と

く
に

英

文
で

ま

と

め

た

も
の

､

一

三

論
文

｡

一

五

三

頁
､

図
版
多
数

｡

守
琵
㌫
3

叶

叫

已

』
乱

卦
-

認
諾
わ

軋
(

鼓
e

胃

乳

首

旨
恥

一訂
邑
託

邑
屯

旦
.

由
→

㌣

賢
計

Q

各
軍
や

官
等
h

イ

ギ

リ

ス

の

地

理

研
究
団
体
の

一

つ

で

あ
る

同
所
の

六
三

年
の

会
長

｢

巨
O
n

教
授

､

六
四

年
の

田
口

P

詔
り

教
授
の

会

長

演

説
を
ま

と

め

た

も

の
､

五

九
頁

､

図
版
多
数

｡

こ

の

ほ

か
､

建
議
の

内
容
は

と

く
に

平
常
号
と

大
差
な

い

が
､

h

丈
空

で

ヨ

§
h

q

芸

実
名
已

邑
卜

内

b

隷

蒼
空

ど

凛
昌
(

一

〇

八

巻
､

六

四

年
一

-
二

合

併

号
)

､

や

N

邑
宍

ぎ
.ヽ

+

守
崇

§
計
S

き
∃

叫

Q

訂

(

一
六

巻
､

六

四

年
五

-
七

号
)

な

ど

東
独
発
行
の

も
の

､

オ

ラ

ン

ダ

の

つ
母

計
Q

ぎ
･

書
→

担
Q

Q
ゴ

5

邑
旨

訂

3

哲
Q

ぎ
訂

Q

電

笥
P

も
屯

(

五

五

巻
､

六

1
七

号
､

六

四

年
)

な

ど

に

は

表
紙
か

巻
頭
に

I

G
甘

会
議
を

祝
し
て

云
々

の

短
文
が
の

っ

て

い

る

も
の

も

あ

り
､

そ

の

国
の

概
括
的
な

地

理

を

論
じ
た

も

の

が
の

っ

て

い

る

も
の

も

あ
る

｡

あ

る

い

は

最
近

号
を

参
加
者
に

配
布
し
た

学
協

会
も

多
か
っ

た
｡

こ

う
い

う
機
会
に

自
国
の

地

理

学
や

刊
行
物
を

弘
報
し

よ

う
と
い

う

動
き

は

か

な

り

活
発
で

あ
っ

た
｡

ロ

ン

ド
ン

駐
在
の

各
国
大
使
館
な

ど
で

､

他
国
の

地

理

学
者
を

招
い

て

パ

ー

テ
ィ

を

催
し

､

接
触
を

は
か

っ

た

と
こ

ろ
も

多
か
っ

た
｡

も

ち

ろ

ん

個
人

的
に

､

著
書
や

別

刷
を

く

れ

今
後
の

研
究
上
の

交
換
を

申
入

れ

た

学

者
も

多
か

っ

た
｡

今
度
の

会
議

出
席
の

最

大
の

利

益

は
､

こ

れ

で

あ
っ

た
｡
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大

国
際
地

理

学
連
合
の

総
会

会
期
中
に

I

G
口

の

総
会
が

三

回

開
か

れ

た
｡

こ

れ

は

i

G
ロ

と

い

う

組
織
の

行
政
的
決
定
を

す
る

た

め

で

あ

り
､

直
接

､

地

理

学
研
究
を

行
な

ぅ
も
の

で

は

な

く
､

第
一

回

目
は

わ

た

く

し

自
身
の

経
済
地

理

部
会
で

論

文

報
告
を

し
て

い

る

時
と

か

ち
あ
っ

て

い

た
の

で

出
ら

れ

ず
､

け
っ

き
ょ

く
一

回

半
だ

け

出
席
し
た

が
､

出
席

者
は
三

百
人

た

ら

ず
で

あ
っ

た
｡

総
会
で

は

研
究
委
貞
会
の

存
続
お

よ

び

新
設

､

そ

れ

に

新
し

い

委
員
の

指
名
を

し
､

次
期
四

年
間
の

理

事
と

会
長
を

き

め
､

次
回

の

会
議
開
催
地

と

時
期
(

イ
ン

ド

の

ニ

ュ

ー

デ

リ

ー

で

六

八

年

十
二

月
)

を

き

め

た

り

し

た
｡

中
間
の

地

方

会
議
は

六

六

年
に

メ

キ

シ

コ

で

ラ

テ
ン

ア

メ

リ

カ

研
究

の

た

め
に

開
か

れ

る
こ

と

も

き

ま
っ

た
｡

こ

の

絵
会
で

も
っ

と

も

重

要
な

一

議
実
は

､

I

G

ロ

規
約
の

変
更
で

あ

っ

た

ろ

う
と

思
う

｡

こ

れ

は

数
年
前
か

ら

委
員
会
を

作
っ

て

練
っ

て

い

た

も

の

で

あ

る

が
､

今
回

､

理

事
会
原
案
と

し

て

出
さ

れ

た

票
決
権
数
の

変

更
(

加

盟

国
の

分

担

金
の

多
寡
に

よ
っ

て

票

数

を

か

え

る

と

い

う

案
)

が
､

総
会
に

お
い

て

否
決
さ

れ

た
｡

こ

れ

が

ど

う
い

う
背
景
と

論
議
の

上

で

原
案
と

し
て

出
さ

れ

た
か

は
､

詳
ら

か

に

は

知
ら

な
い

｡

日

本
は

今
回

ま

で

八

年
間
理

事
を

出
し
て

お
っ

た

が
､

一

向
に

こ

う
い

う
問
題
に

つ

い

て

は

聞
か

な
か

っ

た

し
､

ま

た

国
内

委
員
会
=

日

本
学
術
会
議
の

地

理

学

研
究
連
絡
委
員
会
で

も
､

ほ

と

ん

ど

討
議
さ

れ

ず
､

た

ま
た

ま

出
席
し

た

総
会
で

唐
突
に

そ

う
い

う
話
を

き
い

て
､

わ

た

く

し

は

ほ

ん

と

に

驚
い

た
｡

七

会
議
に

お

け

る

二
､

三

の

所
感

以

上
､

ロ

ン

ド
ン

会
議
の

概
況
を

な
る
べ

く

客
観
的
に

資
料
に

よ
っ

て

述
べ

た

が
､

最
後
に

参
加
者
の

一

人
と

し
て

の

所
見
を
一

､

二

記
し
て

お

こ

う
｡

(

詳
し
い

こ

と

は

改
め

て

他
に

記

す

予
定

｡

)

第
一

は

声
e

的
-

○

ロ

巴

邑
e

ロ
O

e

と

地
理

学
に

つ

い

て
｡

今
回

､

応
用
地

理

学
と

経

済
地

理

学
の

連
合
部
会
に

は

リ

ー

ジ

ョ

ナ
ル

･

サ

イ
エ

ン

ス

の

報
告
が

か

な

り

あ
っ

て
､

一

部
か

ら

地

理

学
と

し

て

は

ナ
ン

セ

ン

ス

だ

と

い

う
よ

う
な

議
論
の

や

り

と

り

が

あ
っ

た
｡

私
見
を

も
っ

て

す
れ

ば
､

従
来
の

経
済
学
が

空
間
的
観
念
に

考
慮
を

払

ぅ
こ

と
が

少
な
く

､

わ

ず
か

に

工

業
立

地

論
的
な

考
え
が

あ

る

だ

け

で

あ

っ

た
の

を

う
め
る

も

の

と

し

て
､

リ

ー

ジ
ョ

ナ
ル

･

サ

イ
エ

ン

ス

が

発
達

し

た

と

思
わ

れ

る

が
､

そ
こ

で

は

空
間
は

数
式
化
す
る

た

め

に

抽
象
化
さ

れ

た

も
の

と

な

る

の

で
､

実
体
的
具
体
的
空
間
=

地

域
を

考
え

て

い

る

地

理

学
か

ら

批
判
が

で

る
の

で

あ

ろ

う
と

思

う
｡

た

し

か

に

リ

ー

ジ
ョ

ナ

ル

･

サ

イ
エ

ン

ス

そ
の

も
の

は

地

理

学
で

は

な
い

に

し

て

も
､

こ

れ

を

全

然
､

の

け

者
に

し

て

い

て

は
､

地

理

学
の

発
展
か

ら

み

て

遺

憾
で

あ

ろ

1

フ
0

リ

ー

ジ
ョ

ナ
ル

･

サ

イ
エ

ン

ス

を

経
済
学
と

地

理

学
･

経
済
地

理

学
と

の

中
間
領
域
と

す
る

た

め
に

は
､

地

理

学
の

素
養
を

抜
き
に

し
て

は

だ

め

で

あ

ろ

う
｡

地

理

学
の

畑
か

ら
こ

の

方
に

近
づ

こ

う
と
い

う
人

は
､

と

く

に

そ

れ

を

は
っ

き

り
さ

せ

ね

ば
､

経
済
学
の

一

分
科
に

ほ

な
っ

て

も
､

地

理

学
と

し
て

は

も

ち

ろ
ん

､

中
間
韻
域
と

も

な

り

得
な
い

で

あ

ろ

う
｡

第
二

は

経
済
地

理

部
会
の

座
長
を

し

て

い

た

と

き
の

感
想
で

あ

る

が
､

6 7()

叫
､

.

ペ

イ
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れ
.

1

.t

知

`

～

ソ

ビ

エ

ト

会

員
の

報
告
に

対
し

て
､

ア

メ

リ

カ

会
員
か

ら

｢

あ

ま

り

に

も

ポ

リ

チ

カ

ル

な

議
論
で

､

ア

カ

デ

ミ

ア

ク

で

な
い

+

と
い

う

批
評
が

､

一

再
な
ら

ず
あ
っ

た
こ

と

で

あ
る

｡

何
分
に

も

短
い

時
間
の

報
告
を

､

さ

ら

に

短
い

時
間
の

討
議
応
答
で

あ

る
か

ら
､

意
を

つ

く

さ

な
い

こ

と

ば
か

り

で

あ
っ

た

が
､

た

し

か

に

共
産
圏
の

学
者
の

報
告
に

は
､

過

去
お

よ

び

現

状
の

分
析
に

つ

い

て

も
､

と

く

に

将
来
の

見
通
し
に

つ

い

て

は
､

性
急
に

社
会
主
義
社
会
の

優
越
性
と
い

う
よ

う
な

も
の

に

言
及
し
ょ

う
と
い

う
態

度
が

な

く

も

な
か

っ

た
｡

第
三

は

現

地

討
議

･

野
外
研

究
に

十
分
な

調
査

と

準
備
が

あ
っ

た

こ

と

は

も

ち
ろ

ん

で

あ

る

が
､

も
と

も
と

欧
米
の

地

理

学
界
で

は
､

一

大
学
の

地

理

学
教
室
の

研
究
者
の

研
究
対

象
は

､

白
然
地

理
､

歴
史
地

理
､

集
落

地

理
の

ど
の

分
野
に

つ

い

て

も
､

多
く

は

そ
の

大
学
所
在
の

州
･

県
･

地

方
で

あ
っ

て
､

日

本
の

ご

と

く

四

国
の

A

大
学
の

人
が

東
北
地

方
の

何
か

を
､

ま

た

東
京
B

大
学
の

人
が

関
西
を

研
究

す
る

と

い

う
よ

う
な
こ

と

は

少
な
い

よ

う
で

､

い

き
お

い

研

究
･

調

査

は

徽
に

入

り

細
を

う
が

つ

と
い

う
こ

と

に

な

る
｡

何
を

質
問
し
て

も
､

じ
つ

に

詳
し
い

の

に

驚
い

た
｡

も

う
一

つ
､

野
外
研
究
旅
行
の

運
営
に

つ

い

て
､

日

本
と

ち
が

う
と
こ

ろ

は
､

一

目
の

見
学

･

研
究
の

対

象
を

午
前
に

一

つ
､

午
後
に

一

つ

と

い

う

位
に

し

ぼ

り
､

十
分
な

時
間
を

か

け
る

こ

と

で

あ

る
｡

日

本
の

地

理

学

会
で

は
､

出
発
点
か

ら

帰

着
点
ま
で

の

ル

ー

ト

付
近

に

あ

る

も
の

､

す
べ

て

に

ふ

れ

よ

う
と

す
る

か

ら
､

一

つ

一

つ

は

極
め

て

簡
単
に

な

る

傾
向
が

あ
る

｡

あ

ま
り

対

象
が

多
く

な

れ

ば
､

地

理

学
約
バ

ス

見
物
旅
行
に

な
っ

て

し

ま

う
｡

第
四

は

I

G

口

絵
会
に

お

け
る

票
決
権
数
の

問
題

｡

前
に

し
る

し

た

よ

う
に

､

理

事
会
の

原

案
は

現
行
の

一

国
一

票
を

か

え
て

､

国
に

よ
っ

て

票

数
を

か

え

よ

う
と
い

う
の

で

あ
る

｡

た

し
か

に

I

G

口

に

お

け
る

各
国
の

寄
与
の

仕
方
は

異
な
っ

て

い

る
｡

分
担
金
を

み

て

も

年
､

百
ド
ル

の

国
か

ら

千
五

百
ド
ル

の

国
ま

で

あ

り
､

国
内
の

地

理

学
者
の

数
､

毎
回
の

会
議

に

出
席
す
る

会
員
の

数
も

､

一

-
二

人
の

国
か

ら

百
人

以
上

も

出
席

す
る

国
も

あ
る

｡

そ

れ
こ

れ

を

考
え
て

､

票
決
権
数
に

差

等
を
つ

け

よ

う
と

い

う
こ

と

に

な
っ

た
の

か

と

思
わ

れ
る

が
､

反
面
か

ら
い

え

ば

大
国
の

意
志
の

尊
重
と

な
り

､

小

国
の

意
志
の

無
視
と

も

な

り
か

ね

な
い

｡

あ

る

い

は
､

小

国
の

現
実
に

あ

わ

ぬ

計
画

案
に

対

し
て

､

大
国
の

現
実
に

即
し

た

実
行
案
と
の

対

立

(

そ

う
い

う

対

立
が

も

し
I

G

ロ

の

事

業
の

な

か

に

あ

る

と

す
れ

ば
)

を

解
決
す
る

方
法
と

し

て

提

案
さ
れ

た

の

か

も

し

れ

な
い

｡

後
に
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

か

ら

ア

メ

リ

カ
へ

渡
っ

て
､

見
聞
し

た

な

か

に
､

ア

メ

リ

カ

の

庶
民
が

国
連
に

対

し

て

同
じ

ょ

う
な

感
想
を

い

だ
い

て

い

る

か

に

感
じ

た
の

と

思
い

合
わ

せ

て

面

白
く

思
っ

た
こ

と

で

あ

る
｡

(

六

四
､

一

〇
､

一

七
)

(

一

橋
大
学

教

授
)




